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会長挨拶

よいことのために
手を取り合おう

夜間中学では、生徒の方々が真剣に学ぶ姿が印象的で、外国から来た方々が日本社会に
馴染んでもらうためにも大切な仕組みだと感じました。地区大会では、大懇親会で法人会員
の齊藤伶奈さんが、クラブや国籍を超えてすばらしい歌唱を披露し、心に残る大会となりました
。光ヶ丘地域ふれあいまつりでは、「障害のある人もない人も共に生きる」をテーマに、マーシェル
社の協力を得てチャリティ販売会を実施。あいにくの天気のなかでも多くの方にお越しいただき、
売上を地域の障害福祉に寄付することができました。
また、ラーニングセミナーでは、法人会員制度を導入しているのが地区内で柏南クラブのみとい
うことで注目を集めました。制度運用に関する課題も見えてきましたが、法人会員の特色を生
かし、今後さらに発展させていきたいと感じました。

9月16日の夜間例会後に開かれた指名委員会では、2026–27年度（井畑和士年度）
の幹事に新保貴会員、さらに2027–28年度の会長に齊藤洋子会員、幹事に齊藤亮弥会
員が選ばれました。次世代のリーダーが着実に育ち、バトンが確実につながっていく姿に、クラブ
の明るい未来を感じます。

そして本日の例会では、卓話ゲストとして、柏中央ロータリークラブ幹事の丸山高志様をお迎え
しました。柏市の地域や子どもたちの現状に深く関わっておられ、「ボランティア活動を通じた子
供達とのかかわり」というテーマでお話しいただきます。今年度、当クラブでは児童養護施設の子
どもたちへの支援に取り組んでいますが、施設の外にも困難な環境に置かれた子どもたちが多く
います。地域の中でどのように寄り添い、支え合っていけるか——丸山様のお話から、そのヒント
と学びを得られる時間となりそうです。

本日の例会は、9月以来およそ2か月ぶりの通常例会となりま
した。
この間には、夜間中学の見学（9月30日）、地区大会（10
月12日）、光ヶ丘地域ふれあいまつり（10月19日）、そして
11グループ・ラーニングセミナー（10月24日）と、行事が続きま
した。それぞれに学びや気づきがあり、クラブの活動の広がりを改
めて感じる期間となりました。



●11月ロータリーレート 154円

卓話 丸山 高志様（柏中央ロータリークラブ）

幹事報告

例会ハイライト

今後の予定
11月11日（火）夜間例会
                      卓話 金子高一郎様（東京ベイRC）
11月18日（火）祝日休会
11月23日（日）柏リレーマラソン 柏の葉陸上競技場
11月25日（火）祝日休会

ワンコインニコニコ
11月4日 2,150円

累計 21,610円

ニコニコ

2004年の中越地震、2011年の東日本大震災では避難所支援や物資支援に尽力されました。特に気仙沼市
での活動では、被災した子どもたちに手紙付きの中古ランドセルを届ける「笑顔と希望のランドセル運動」を展開し、
SNSを通じて全国から5,200個ものランドセルが集まったそうです。

また、柏市では「柏こども夢サミット」や「クリスマスツリー事業」など、子どもたちの創造力と地域への愛着を育む事業
を実施されました。公園を舞台にした多世代交流の取り組みや、学校運営協議会での教育支援、クラブチーム支
援など、地域と学校をつなぐ活動も積極的に行われています。

米山奨学生 金 徳財さんへ奨学金を授与。
東大大学院への進学が決まっても、気を抜くことなく
課題論文の執筆など、学業に専念していることが報
告された。

片岡会長はインフルエンザ罹患のため、Zoom参加。

 

お祝い事

【会員誕生日】 小林義和会員、竹村隆一郎会員
【ご家族誕生日】齋藤誠会員、櫻井好美会員

猫田岳治会員
【アニバーサリー】 井畑和士会員、齋藤誠会員、

妻島不三二会員

「ボランティア活動を通じた子どもたちとのかかわり」

11月4日の例会では、柏中央ロータリークラブ幹事の丸山高志氏をお迎
えし、「ボランティア活動を通じた子どもたちとのかかわり」というテーマでお話を
うかがいました。
文具やICT機器の販売を手がける株式会社勉強堂の代表として、また
青年会議所や地域団体のリーダーとして、長年にわたり子どもや地域に寄り
添った活動を続けてこられた丸山氏。その取り組みは多岐にわたります。

さらに、千葉ロッテマリーンズ柏後援会では、1,000人の子どもを招
待する「柏の葉シリーズ」や、シングル家庭を対象としたプロ野球・レイ
ソル観戦事業を実施するなど、スポーツを通じた地域貢献にも力を
注いでおられます。

「地域に育てられたからこそ、地域のために恩返しをしたい」という言
葉には、丸山氏の活動を支える真摯な思いが感じられました。多様
な立場から子どもたちと地域を支える姿勢に、会員一同が深い感銘
を受けるとともに、今後のクラブでの奉仕活動に向けて大きな刺激を
いただいた卓話でした。
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